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伐倒後のスギの乾燥についで

和田茂彦・登尾二朗・二村一男
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1．まえがき

　剥皮の容易な時期に伐採されたスギは，一般に樹皮を剥いだ後穂つきのままで1～2ヵ月乾燥して

から玉切りされるが，集材機の普及に伴って，人力による集材が少なくなった現在でも依然としてこ

のような方法がとられているのは，重量の軽減をはかることによって作業を容易にするためばかりで

なく，材質の向上あるいは病虫害とくに虫害（スギカミキリ，ヒメスギカミキリなど）からの保護を

目的としているものと考えられる。

　芦生演習林においては，直営による伐採を行なっているが，気象上（降雪）の制約もあり，生産さ

れたスギ丸太は11月下旬遅くとも12月上旬頃までに搬出を完了しなけれぽならない。一方積雪のため

作業開始は4月下旬～5月上旬となるが，材質その他を考えれぽ，やはり梅雨明け以後に行なうべき

で，この場合には約5ヵ月間で伐木・造材・集運材作業を終えることが必要となってくる。

　また一般に労務者不足に悩む林業では，現行の伐倒→剥皮→乾燥過程の短縮もしくは省略が望まし

いが，反面において上に述べた理由，さらには商慣習を無視することはできないかも知れない。

　本調査は，この伐倒後のスギの乾燥について水分生理の面からではなく，果してどの程度の重量減

少が認められるかについてのみ焦点を合わせて検討してみたものである。

1．材料と方法

　本調査は芦生演習林第32班の直営生産地（北西斜面，平均傾斜40°）において行なった。すなわち

昭和41年8月上旬～下旬スギ13本を選び，伐倒後直ちに採材しうるところまで枝払い，剥皮を行なっ

てから，玉切りを予定される個所についてその直径を測るとともに，生長錐を用いて木片をとり出し，

心・辺材別にわけてそれぞれの長さを測った。これら試料は秤量瓶に入れて実験室に持ち帰り，その

体積・重量および含水量を測定した。約2ヵ月経過した後で，上と同じ試験木について錐片をとって，

同様の方法で測定した。

　しかしこれら試験木のほとんどは全幹集材後土場において4m材に玉切られることが多く，また生

長錐によるだけでは心材率や高さ別の水分量については正確な値が得られないので，これとは別に胸

高直径10，20，30cmのスギ各3本を選び，樹幹解析の要領（ただし2mの丸太が利用できるよう採

材）で，円板を採取して，材積，心材率および心・辺材別，高さ別の重量と含水量とを測定した。さ

らにこれまでの樹幹解析結果を参考にして正確を期した。

　卓本報告の一部は昭和42年度日本林学会関西支部大会で発表したものである。
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なお調査期間中の気象観測結果を旬間別に示すと次のとおりである。
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第1図気象観測結果

皿．結果と考察

　供試木13本は胸高直径（無皮）で15．8～42．　3　cmの範囲にあるが，同一直径階に属するものでも，

材長，細り，熊剥ぎの有無などによって採材方法が異なるので，含水率測定の位置も違ってくる。し

たがって健全木で中庸のものについて，普通の木取りをした場合，直径20cmおよび30　cmの幹材

における伐採直後と約2ヵ月経過後の心・辺材別の含水率の変化を各4本の平均値によって調ぺてみ

たところ第1表のような結果が得られた。

　　　　　　　　　　　　第1表　直径階，位置，心・辺材別含水率の変化
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　この表からも明らかなように，辺材は心材よりも，梢端部（末口）は根元に近いところ（元口）よ

りも乾燥の程度が著しい。しかしこれだけでは心・辺材別，位置別の含水率は明らかでないので，こ

れとは別に胸高直径10，20お

よび30cmのもの各3本を伐

倒して，材積，心材率，樹皮

率および高さ別の重量と含水

率とを測定したが，そのうち

の含水率の結果を掲げると次

の図のとおりであった。
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乾燥をみてみると，次のようになる。なお参考までに直径10cmの幹材の生重量も掲げておく。

　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　直径階別幹材の乾燥効果
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　径級別に全幹あるいは各丸太ごとの重量減少が認められたが，ともに元玉よりは2番玉，2番玉よ

りは3番玉という風に，先端に向うにつれて乾燥効果が大きくなっている。これは表からも明らかな

ように，先端に向うほど辺材の割合が増すこと，および穂つきであるために水分移動がより容易な部

分において，乾燥が早く進むことによるものと考えられる。

　また全体（ただし末木を含まず）では，20cmのもので約21　kg，30　cmのもので42　kgの重量減

少が認められたが，大・中型集材機によるときは別として，小型集材機によって全幹集材する場合に

は，ワイヤー径と生材か乾燥材かとを勘案して，安全な作業をはかる必要があるように思われる。

　虫害に対する保護ということからすれば剥皮は必要と考えられるが，現行の長期間にわたる乾燥作

業が果して必要かどうかは，一般にいわれている材質の向上（例えぽ挽肌，色がきれいである）や人

力による集材が今なお介在する集材作業に及ぼす影響等の解明が行なわれていない現状では軽々しく

論ずることはできないであろう。


